
 

 

平成３１年度  全国学力・学習状況調査  
（ 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ ８ 日  実 施 ）  

 

 

高石市立小・中学校 
 

調査結果概要 
 

 

 

 

令和元年１０月  

高石市教育委員会  

 
 

 

 

 
 

 



- 1 - 

平成３１年度全国学力・学習状況調査 学力調査の結果概要  平成３１年4月１８日実施 

◇小学校では、国語、算数いずれも、全国平均・大阪府平均ともに下回っています。 

◇中学校では、国語、数学、英語いずれも、全国平均・大阪府平均ともに下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平均正答率からわかる本市小・中学校別結果の概要について 

 

上表の本市平均正答率の数値データは、市内の全小学校・全中学校のデータに基づいて表して

います。 

※平成２９年度より、国による都道府県の結果公表が整数値のため、本市及び大阪府の平均正

答率は整数で表しています。 

 

（１）調査の目的 

ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を

把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

イ 各学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

ウ 以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査内容 

Ⅰ…教科に関する調査 小学校：国語 算数 

Ⅰ…教科に関する調査 中学校：国語 数学 英語 

Ⅱ…アンケート調査 児童生徒対象・学校対象 

 

（３）調査対象 

小学校第６学年（高石市：７校 児童数：４９２人）  

中学校第３学年（高石市：３校 生徒数：４６２人） 

 

（４）調査実施日 

平成３１年４月１８日（木） 

 

（５）調査結果の取扱いについて 

○ 平成３１年度調査は、全校調査で行われた。 

○ 本調査は、競争を目的とするものではなく、すべての子どもたちの学力や学習状況を把握し分析

することにより、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ることを目的としてい

る。 

○ 本調査により測定できる学力は特定の一部であり、学校における教育活動の一側面を示すもの

である。 

 

高石市
（公立）

大阪府
（公立）

全国
（公立）

高石市
（公立）

大阪府
（公立）

全国
（公立）

国語 59 60 63.8 国語 64 70 72.8

算数 65 66 66.6 数学 55 58 59.8

英語 53 56 55.9

小学校

平均正答率（％） 平均正答率（％）

中学校

※平成31年度より 

小学校国語・算数、中学校国語・数学の

Ａ・Ｂ区分はなくなりました。 
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小学校
国語

領域 市 国 国比

65.6 72.3 90.7%

50.4 54.5 92.5%

77.4 81.7 94.7%

48.5 53.5 90.7%

書くこと

読むこと

言葉等の知識や理解

話すこと・聞くこと

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 全国の平均正答率を100%としたときの各教科の平均正答率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学力調査結果 小学校 

各教科の状況 

平均正答率(％) 無解答率(％) 

【参考】対全国比の経年比較 

○小学校国語 

 平均正答率は 59％で、全国を 4.8％下回った。すべての領域

について課題が大きく、特に「話すこと・聞くこと」に課題が見ら

れ、話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の

理解を確認するための質問をすることができていない児童が多

い。 

（課題となる問題例を P.１３に掲載しております） 

○小学校算数 

平均正答率は６５％で、全国を１.６％下回った。「数量関係」

領域についてはおおむねできているが、「量と測定」領域には課

題が見られ、示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め

方の説明を記述することができていない児童が多い。 

（課題となる問題例を P.１４に掲載しております） 

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 59 60 63.8 -1 -4.8

算数 65 66 66.6 -1 -1.6

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 7 7 6.2 0 0.8

算数 4 3 2.7 1 1.3

小学校
算数

領域 市 国 国比

61.4 63.2 97.2%

49.8 52.9 94.1%

74.6 76.7 97.3%

67.0 68.3 98.1%数量関係

数と計算

量と測定

図形

国語 算数 

※ H31年度よりＡ・Ｂ区分がなくなりました。 

※ 平均正答率・無解答率について 

 平均正答率とは、各設問について算出された正答及び無解答の割合を平均

したものです。 

 無解答とは、各設問について、白紙解答だけでなく、「わかりません」と記

載しているなど、設問の意図と関連のない内容を記載した場合も含めた割合

を平均したものです。 

※ 中学校についても同様です。 

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 H 3 1

H31 国語 国語A 国語B

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 H 3 1

H31 算数 算数A 算数B
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※ 全国の平均正答率を100%としたときの各教科の平均正答率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○中学校英語 

平均正答率は 53％で、全国を 2.9％下回った。小学校の外国

語活動で慣れ親しんだ簡単な語句や文で書かれた内容について

は、正確に読み取ることができている生徒が多いが、領域別では

「書くこと」に課題が見られ、無解答率も高く、与えられた情報に

基づいて人物を説明する英文を正確に書くことができていない

生徒が多い。 

（課題となる問題例を P.１７に掲載しております） 

○中学校国語 

 平均正答率は 64％で、全国を 8.8％下回った。どの領域で

も、選択して答える問題は正答率が高いが、記述式の問題に課

題が見られる。伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くこ

とや自分の考えを書くことができていない生徒が多い。 

（課題となる問題例を P.１５に掲載しております） 

○中学校数学 

 平均正答率は 55％で、全国を 4.8％下回った。「関数」の領域

の、座標を求める問題は全国の正答率を上回ったが、領域全体

には課題が見られる。数式や図形についての結論が成り立つ説

明や、資料を読み取り理由を説明することができていない生徒

が多い。 

（課題となる問題例を P.１６に掲載しております） 

学力調査結果 中学校 

各教科の状況 

平均正答率(％) 無解答率(％) 

【参考】対全国比の経年比較 

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 64 70 72.8 -6 -8.8

数学 55 58 59.8 -3 -4.8

英語 53 56 55.9 -3 -2.9

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 6 3 2.6 3 3.4

数学 12 9 7.3 3 4.7

英語 10 7 6.0 3 4.0

中学校
国語

領域 市 国 国比

61.4 70.2 87.5%

73.3 82.6 88.7%

63.5 72.2 88.0%

60.2 67.7 88.9%

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

言葉等の知識や理解

中学校
数学

領域 市 国 国比

56.9 63.8 89.2%

67.9 72.4 93.8%

38.9 40.8 95.3%

50.2 56.3 89.2%

図形

関数

資料の活用

数と式

中学校
英語

領域 市 国 国比

64.7 67.9 95.3%

52.2 55.6 93.9%

43.0 45.8 93.9%

聞くこと

読むこと

書くこと

数学 国語 

※ H31年度よりＡ・Ｂ区分がなくなりました。 

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 H 3 1

H31 国語 国語A 国語B

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 H 3 1

H31 数学 数学A 数学B
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H28 H29 H30 H31 H28 H29 H30 H31

小 93.9 92.8 92.3 92.7 95.5 95.4 94.5 95.3

中 91.6 91.4 90.2 90.9 93.3 93.2 91.9 93.1

小 67.5 73.2 77.8 72.9 76.3 77.9 84.0 81.2

中 58.9 65.5 61.4 62.1 69.3 70.7 78.8 74.1

小 83.4 85.3 83.6 82.4 85.3 85.9 85.1 83.8

中 68.5 69.9 69.7 66.1 71.1 70.5 72.4 70.5

小 91.0 90.5 94.7 93.7 93.8 92.5 95.2 95.2

中 90.9 91.4 92.5 91.1 92.8 91.9 94.9 94.3

小 95.2 94.4 96.0 97.8 96.6 96.1 96.8 97.1

中 89.1 88.3 91.0 86.8 93.6 92.8 95.5 95.1

小 86.1 90.0 78.7 87.6 91.5 92.6 89.5 92.3

中 89.4 93.2 93.3 89.3 94.7 95.2 95.1 96.2

小 71.5 70.7 68.7 64.9 63.5 63.4 58.7 60.2

中 77.5 79.7 80.4 84.0 71.8 70.6 69.0 73.0

小 18.8 19.8 19.5 17.9 11.9 11.3 9.9 9.9

中 22.4 20.7 22.9 18.9 14.4 13.2 12.8 12.8

小 50.6 51.6 56.3 64.8 62.2 64.5 67.6 71.5

中 44.8 47.3 47.6 45.6 48.4 51.5 52.1 50.4

小 53.8 58.8 69.5 66.0 68.3 68.2 77.7 74.1

中 54.4 51.0 56.8 60.5 64.8 64.8 76.3 72.8

小 68.8 72.1 69.1 74.4 77.8 77.9 76.7 77.7

中 62.7 * * 65.5 73.8 * * 74.8

小 51.7 57.5 53.7 54.8 64.2 64.9 61.0 62.5

中 46.3 42.0 38.7 47.2 57.7 57.9 53.8 55.8

小 86.9 87.9 * 90.7 89.2 87.9 * 91.2

中 79.7 74.2 * 79.3 84.6 83.3 * 88.0

小 86.4 89.2 89.6 91.3 89.9 89.1 90.3 92.5

中 71.1 64.1 65.8 62.5 71.5 72.4 72.9 76.2

※　表における「*」は、その年度、調査がなかったことを示します。

傾向について

今後の取組みについて、P.６～P.９を参照ください。

②③④の項目は、小中学校とも全国より低く、依然として、自己肯定感の低さが課題です。
⑤の項目は、小学校では全国より高くなり、取組みの成果がみられます。引き続きいじめは絶対にゆるされない
ということを子どもたちに気付かせる取組みを進めていきます。
⑦の項目は、小学校では改善がみられますが、依然として全国より高い傾向が続いており、引き続き、読書活動
の充実に向けた取組みを進めていく必要があります。
⑧の項目は、全国より高い傾向が続いておりますが、小中学校とも、昨年度より改善しています。同時に、⑨の項
目においても小学校では改善傾向がみられます。また、①の項目は、全国より低い傾向が続いております。引き
続き、家庭との連携が必要であり、啓発をしていきます。
⑩の項目は、中学校では、昨年度より改善されておりますが、小中学校とも全国より低くなっております。今後と
も各学校において、児童生徒が主体的に取り組める授業づくりを進めていく必要があります。
⑪・⑫の項目は、全国より低い傾向が続いておりますが、昨年度より改善しています。今後も、主体的・対話的で深
い学びに向けた授業研究に取り組んでまいります。
⑬・⑭の項目は、小学校と中学校で差がみられます。授業の内容が、より児童生徒の「生きる力」につながるもの
となるよう、授業研究に取り組むことが必要です。

将来の夢や目標をもっている

人の役に立つ人間になりたいと思う

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす
ることができている

先生から示される課題や，学級やグループの中で，自分たち
で立てた課題に対して，自ら考え，自分から取り組んでいた
と思いますか

自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わる
よう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していた
と思いますか

⑬

⑭

いじめはどんな理由があってもいけないことだ思う

学校のきまりをまもっている

学校の授業以外の読書時間が30分以下（月～金）

家庭学習の時間が３０分以下（月～金）

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか

国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に
立つと思いますか

算数・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たとき
に役に立つと思いますか

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

③

④

⑤

⑥

⑦

単位は、％

高石市 全国

①

②

朝食を毎日食べている

質問項目

自分にはよいところがある

質問紙調査の結果概要
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本年度の全国学力・学習状況調査の結果を分析・考察した結果、  

学力については、記述式の問題における誤答率は依然高い傾向があり、 

「筋道立てた思考をし、自分の考えを書く力」 

の育成が課題です。 

日々の学習指導の中で、 

「目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるように書く活動」 

「事柄の特徴を数学的な表現を用いて書く活動」 

「話し合いを通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする活動」 等 

効果的な言語活動や学習活動をより充実させ、表現力の伸長を目標とした取組みを進めていきます。 

 一方で、これまで課題であった無解答率については、小学校については改善傾向がみられます。これは、

各校で推進している少人数・習熟度別授業におけるきめ細かな指導や小中連携推進支援事業を通して９年

間を見通した日々の主体的・対話的で深い学びをめざした授業改善の取組み等による成果と考えます。し

かし、中学校では比較的高い傾向がみられます。生徒が自分の考えを表現する機会を設定するなど、自信

をもって課題に取り組むことができる授業づくりをめざします。今後も引き続き、各学校と教育委員会が

連携し、児童生徒の学力向上をめざした取組みを進めていきます。 

 

質問紙調査において、 

「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」 

について、小学校においては、昨年度の数値を上回り、全国平均を上回りました。今後も道徳教育等、様々

な学習活動を通して「いじめは絶対に許されない」という意識が向上するよう取組みを進めていきます。 

 また、「家庭学習の時間」「読書をする時間」について、短時間しかしない人、全くしない人の割合が、

依然として全国よりも非常に多いことが課題です。 

 学校で学んだことを定着させるためには、家庭学習にしっかりと取り組むことが大切です。また、文章

を読み取る力は、読書量と大きく関わります。家庭学習の時間や読書の時間を充実させられるよう、機会

設定、啓発等に取り組んでいきます。 

 課題解決を行う方策としましては、各学校において、今回の調査でみとった課題に正対した授業改善の

取組みを行います。取組み内容につきましてはＰ.７～Ｐ.８に記載しております。 

 今回の結果を受けて、引き続き「家庭学習・読書」の課題を重点として、ご家庭の協力をお願いします。

また、P.１１・P.１２に、家庭での過ごし方等、参考にしていただける資料及びワークシートを掲載して

いますので、併せてご協力をお願いします。 

 また、市独自のアンケート結果より、スマートフォンの使用時間と就寝時間等に関連がみられました。

結果からは、３時間以上使用することによる影響が大きいことがうかがえます。P.１１に掲載のリーフレ 

ット等を参考に、スマートフォンの使用時間等のルール作りについてご家庭でも話し合ってください。 

【P.６より高石市教育委員会・各学校の取組みと、家庭・地域の皆様にご協力いただきたい点をまとめて

記載しております。】 

  

調査結果から 
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高石市教育委員会の取組み  

 

今年度の結果を受けた取組みについて  

◇  学力向上に向け、各学校の取組み（P.８～P.９参照 ）に沿って、指導主事による授

業参観や指導助言を実施していきます。  

◇  教育委員会としては、P.７の「教育委員会による学校への指導助言事項 」に基づい

て各校への指導助言を行います。  

◇  令和２年度から施行される、新学習指導要領に示された目標を達成するため、示

範授業の実施や指導助言等、指導主事が継続して学校を支援していきます。  

 

継続した取組みについて  

◇  学力向上専門員が各学校の授業を参観し、児童生徒への実践的指導力、学校体

制づくり等の指導を行い、各学校の授業改善に努めています。  

◇  各学校が立てた「学力向上大作戦 」に基づいて、児童生徒が主体的、対話的で深

い学びができる授業づくりを推進していくために、示範授業の実施や指導助言等、

指導主事が継続して学校を支援しています。  

◇  各学校に、学校司書を配置し、児童生徒の情報を活用する力の育成を支援してい

ます。併せて、読書活動の推進も支援し、公共図書館との連携も図っています。  

◇  放課後や、長期休業期間に実施する補充学習へのボランティアを募集し、学校で

の学習のサポート活動を進めています。  

◇  外国語教育を推進することにより、子どもたちのコミュニケーション力の素地を育

むとともに、児童生徒と外国人留学生との交流等を通して、実践的に外国語を学ぶ

機会を増やしています。  

◇  児童生徒が、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳教育を推進

し、指導助言や研修の実施等、学校を支援しています。  

◇  高石市いじめ防止基本方針に基づく、いじめに対する指導の徹底を図っています。  

◇  児童生徒にわかりやすい授業を推進していくために、各学校にタブレット端末、デジ

タル教科書の導入及びＩＣＴ支援員の配置をしています。効果的なＩＣＴ機器の活用

に向けた研修の実施等、学校を支援しています。  

◇  スマートフォン等の使用について、今年度も「スマホアンケート」を実施し、その結果

をもとに「高石スマホサミット」を開催するなど、子どもたちがスマートフォン等の使い

方について考える機会を設定し、スマートフォン等の使用モラルの向上に努めていき

ます。   
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教育委員会による学校への指導助言事項 

 各校に対して、下記の内容について重点的に指導助言を行います。 
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学校での取組み 

 

☆ 今年度の調査から見える課題を踏まえ、各校の「学力向上大作戦」をもとに、学

校が重点的に取り組むことを下記に記載しています。 

 

高石小学校 

  自分の考えを表現したり理由を述べたりすることの課題を解消するために、文章の意図を正

確に読み取り、理由や自分の考えを明確にしながら書く力をつけることをめざす。 

  そのために、授業力の向上をめざし、毎時間の「ふり返り」がより効果的なものとなるよう

工夫することに全教職員が徹底して取り組む。 

 

羽衣小学校 

与えられた条件を満たして書くことの課題を解消するために、自分でじっくりと考え、友

だちの考えをふまえて書く力をつけることをめざす。 

そのために、授業の中で目的に応じた語彙を使って書く場面を設定することに全教職員が

徹底して取り組む。 

 

高陽小学校 

記述問題における、情報を読み取ったり、適切に自分の考えを書いたりすることの課題を

解消するために、文章の内容を的確に押さえながら、読み取ったり書いたりする力をつける

ことをめざす。 

  そのために、授業の中で自分の考えを書く時間の確保に全教職員が徹底して取り組む。 

 

取石小学校 

  情報を相手にわかりやすく伝えたり、話し手の意図をとらえて自分の考えをまとめたりする

ことの課題を解消するために、語彙数を増やし、考えたことを相手に正しく伝える力をつける

ことをめざす。 

  そのために、文章や資料に対する自分自身の考えを明確にして、互いの感想や意見を伝え合

う場を設定することに全教職員が徹底して取り組む。 

 

東羽衣小学校 

自分の考えを表したり、友だちの考えを理解したりすることの課題を解消するために、友だ

ちの考えをふまえて自分の考えを表現する力をつけることをめざす。 

そのために、自分の考えを書くことへの支援と時間の確保、友だちの考えを聞く場を設定す

ることに全教職員が徹底して取り組む。  
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清高小学校 

  要約して書き表す力や、自分の考えを書く力の課題を解消するために、課題を的確に把握

し、自分の考えを書く力を身につけることをめざす。 

  そのために、授業の中で、自分の考えを書いたり伝えたりする場面を設定することに全教職

員が徹底して取り組む。 

 

加茂小学校 

  問題を正しく理解し、自分の思いや考えをまとめて書く力の課題を解消するために、文章を

要約したり自分の思いや考えを書いたりする力をつけることをめざす。 

  そのために、国語の授業において、児童が「ふりかえりメニュー」を活用し、自分の思いや

考えを書く時間を確保することに全教職員が徹底して取り組む。 

 

高石中学校 

  自分の考えを書くなど、記述に課題があると捉え、その課題を解消するために、必要な情報

を得て、その情報をもとに「書く」力をつけることをめざす。 

  そのために、資料等から必要な情報を選択し、自分の考えを「書く」場面を設定することに

全教職員が徹底して取り組む。 

 

高南中学校 

  文章等での表現力にみられる課題を解消するために、自分の考えを、言葉で正しく表現する

力をつけることをめざす。 

  そのために、自分の考えを表現する場面を設定することに全教職員が徹底して取り組む。 

 

取石中学校 

  相手に伝わるよう発表する力の課題を解消するために、根拠をもとにわかりやすく伝える力

をつけることをめざす。 

  そのために、全ての教科において、自分の考えを整理したり書いたりする時間を確保するこ

とに全教職員が徹底して取り組む。 
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家 庭 ・ 地 域 に ご 協 力 い た だ き た い こ と  

 

 

◆  朝 食 を 摂 る こ と は 、 効 果 的 に 学 習 に 取 り 組 む た め に と て も

重 要 で す 。 毎 日 朝 食 を 摂 っ て 、 朝 か ら し っ か り 学 習 活 動 に 取

り 組 め る よ う 、 引 き 続 き ご 協 力 を お 願 い し ま す 。  

◆ 「 他 人 を 認 め 、 自 分 を 大 切 に す る 」 こ と （ 自 己 肯 定 感 ） の 大

切 さ を ご 家 庭 で も お 話 し て い た だ き ま す よ う お 願 い し ま す 。  

◆  ご 家 庭 に お け る 読 書 の 機 会 設 定 や 子 ど も た ち へ の 啓 発 に つ

い て ご 協 力 を お 願 い し ま す 。  

◆  各 学 校 に お け る 「 家 庭 学 習 の て び き 」 等 を 参 考 に し て い た

だ き 、 子 ど も た ち の 宿 題 の 確 認 や 、 学 校 の 予 習 ・ 復 習 等 の 自

主 的 な 家 庭 学 習 に 対 す る 意 欲 向 上 へ の ご 協 力 を お 願 い し ま

す 。  

◆  携 帯 電 話 ・ ス マ ー ト フ ォ ン や ゲ ー ム 機 の 使 用 な ど 、 家 庭 に

お け る ル ー ル 作 り と 、 そ の ル ー ル の 尊 重 に つ い て 、 子 ど も と

話 し 合 っ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

◆ 「 学 校 通 信 」 等 を ご 覧 い た だ き 、 行 事 や 取 組 み へ の ご 理 解 と

ご 協 力 を お 願 い し ま す 。  

◆  学 校 の さ ま ざ ま な 学 力 向 上 等 の 取 組 み （ 授 業 支 援 や 図 書 、

放 課 後 学 習 活 動 等 の ボ ラ ン テ ィ ア 等 ） に つ い て ご 協 力 を お 願

い し ま す 。  

◆  Ｐ Ｔ Ａ 活 動 へ の ご 参 加 と ご 協 力 を お 願 い し ま す 。  

◆  各 中 学 校 区 の 「 す こ や か ネ ッ ト 」 の 活 動 へ の ご 参 加 と ご 協

力 を お 願 い し ま す 。  
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◆ 各 学 校 か ら 出 さ れ て い る 家 庭 学 習 の て び き 等  

 

 

◆ 高 石 っ 子 の 学 び を 育 む  

 家 庭 で の 過 ご し 方 に つ い て  

（ 高 石 市 教 育 委 員 会 か ら 配 布 ）  

○  小 学 校 １ 年 生 か ら 中 学 校 ３ 年 生 ま で の

家 庭 学 習 を 行 う 際 に ヒ ン ト と な る ポ イ ン

ト 等 に つ い て ま と め た リ ー フ レ ッ ト で す 。 

 

 

 

◆ ケ ー タ イ ・ ス マ ホ の 使 い 方 に つ い て  

（ 高 石 市 教 育 委 員 会 か ら 配 布 ）  

○ ケ ー タ イ ・ ス マ ホ 使 用 の 家 庭 で の ル ー ル づ

く り ・ 学 校 へ の 持 ち 込 み 禁 止 等 、 使 い 方 に

つ い て ま と め た リ ー フ レ ッ ト で す 。  

 

 

 

 

 

  

参 考 資 料 及 び ワ ー ク シ ー ト  
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◆ 自 学 自 習 力 を は ぐ く む ワ ー ク ブ ッ ク 問 題  

（ 大 阪 府 教 育 委 員 会 が 配 信 ）  

○  小・中 学 校 全 学 年 の 児 童 生 徒 が 、

放 課 後 学 習 や 家 庭 学 習 に お い て 自

主 的 に 学 習 す る こ と が で き る 教 材

で す 。  

各 学 校 で も 活 用 し て い ま す 。  

 

Ｈ Ｐ ア ド レ ス   

h t t p : / / w w w . o s a k a -

c . e d . j p / k a t e / k a r i c e n -

f o l d e r / w o r k b o o k - f o r - p r e f /  

w o r k b o o k - i n d e x . h t m  

 

 

 

◆ 力 だ め し プ リ ン ト ・ 力 だ め し ミ ニ プ リ ン ト  

（ 大 阪 府 教 育 委 員 会 が 配 信 ）  

○  小 ・ 中 学 校 の 児 童 生 徒 に 身 に つ

け さ せ た い 学 力 の 中 で 、 知 識 ・ 技

能 を 活 用 す る 力 を 問 う 学 習 教 材 で

す 。  

各 学 校 で も 活 用 し て い ま す 。  

 

Ｈ Ｐ ア ド レ ス  

h t t p : / / w w w . p r e f . o s a k a . l g . j p /

s h o c h u g a k k o / c h i k a r a m i n i /  

i n d e x . h t m l  

  

http://www.osaka-c.ed.jp/kate/karicen-folder/
http://www.osaka-c.ed.jp/kate/karicen-folder/
http://www.osaka-c.ed.jp/kate/karicen-folder/
http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko
http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko
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解説 領域「話すこと・聞くこと」に関する問題 ３－一 

 

話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確認するための質問をすることができるかどうかを

みる問題です。 

必要な情報を得るためにインタビューをする際、自分の目的に応じて誰からどのようなことを聞くのかを明確にするこ

とが重要です。 

相手の話の内容を十分聞き取るために、話し手の意図を捉えながら聞いたり、自分の意見と比べながら聞いたりする力

に課題が見られます。 

小 学 校 国 語  
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解説 領域「図形」に関する問題 １-（３） 

 

示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述できるかどうかをみる問題です。 

図形の学習では、図形の性質や構成要素に着目し観察や構成などの活動を通して図形についての実感的な理解を深めた

り、図形の構成の仕方や計量の仕方について筋道を立てて考察したりすることが重要です。 

図形の構成についての見方を働かせ、複数の形を組み合わせた図形の面積の求め方を、筋道を立てて考察し表現したり

する力に課題が見られます。 

小 学 校 算 数 



- 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中 学 校 国 語 

解説 領域「書くこと」に関する問題 ３－二 

 

伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くことができるかどうかをみる問題です。 説得力のある文章にするた

めには、自分の考えを支える根拠として文章や資料から必要な情報を取り出し、読み手に分かりやすい説明を加えるこ

とが重要です。 

情報を用いて、具体的な例を挙げて、適切な文章を書く力に課題が見られます。 
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解説 領域「数と式」に関する問題 ９-（２） 

 

 目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明することができるかどうかを

みる問題です。 

 数学的な見方や考え方を働かせ、具体的な事象の中に数量の関係を見いだし、それを文字を用いて式に表現したり式の

意味を読み取ったりすることが重要です。 

 式を用いて説明を完成する力に課題がみられます。 

 

 

中 学 校 数 学 
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課題 領域「書くこと」に関する問題 ９ －（１）、（２） 

 文の中で適切に接続詞を用いることができるかどうか、一般動詞の正しい表現を用いて文を正確に書けるかどうかをみ

る問題です。 

 正しく文を書くためには、接続詞などの語句の用法や文法事項を理解して、それらの知識や技能を身につけ、活用でき

ることが重要です。 

 語句の用法を正しく理解し用いることや、正しい表現を用いて文を書く力に課題がみられます。 

中 学 校 英 語 
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